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福岡県生まれ

九州大学卒業（医学部）

国立肥前療養所

大牟田労災病院

神経病学専門医

英国リバプール熱帯医学校 熱帯医学専門医（DTM&H）

ペシャワール※・ミッション病院ハンセン病棟医長（パキスタン）

ペシャワール会現地代表

JAMS（ジャパン・アフガン・メディカルサービス）顧問（パキスタン、アフガニスタン）

PMS（ピース・ジャパン・メディカルサービス）院長

PMS総院長
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外務大臣表彰（外務省）

毎日国際交流賞（毎日新聞）

西日本文化賞（西日本新聞）

読売医療功労賞（読売新聞）

厚生大臣賞（厚生省）

朝日社会福祉賞（朝日新聞）

マグサイサイ賞「平和と国際理解部門」

農業農村工学会賞（旧 農業土木学会）

アフガニスタン国会下院 表彰

主な著作

『ペシャワールにて－癩そしてアフガン難民』 石風社, 1989.

『ペシャワールからの報告－現地医療現場で考える』 河合出版, 1990.

『ダラエ・ヌールへの道－アフガン難民とともに』 石風社, 1993.

『アフガニスタンの診療所から』 筑摩書房, 1993.

『医は国境を越えて』 石風社, 1999.

『医者 井戸を掘る－アフガン旱魃との闘い』 石風社, 2001.

『ほんとうのアフガニスタン－18年間“闘う平和主義”をつらぬいてきた医師の現場報告』 光文社, 2002.

『辺境で診る 辺境から見る』 石風社, 2003.

『医者よ信念はいらないまず命を救え！－アフガニスタンで「井戸を掘る」医者』 羊土社, 2003.

『空爆と「復興」－アフガン最前線報告』 石風社, 2004.

『丸腰のボランティア－すべて現場から学んだ』（編），石風社，2006.

『医者、用水路を拓く－アフガンの大地から世界の虚構に挑む』 石風社, 2007.

『人は愛するに足り、真心は信ずるに足る－アフガンとの約束』（澤地久枝氏との共著）, 岩波書店, 2010.

主な受賞歴

中村  哲

※原著すべて日本語

※現地発音ではペシャーワル


